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大阪国際空港

神戸空港

関西国際空港

和歌山下津港

日高港

姫路港

東播磨港

阪神港

阪南港

近畿自動車道紀勢線
みなべＩＣ～南紀田辺ＩＣ、L=約5.8km

H19.11.11供用

京奈和自動車道
橋本ＩＣ～橋本東ＩＣ、L=約4.9km

H19.8.2供用

那智勝浦道路
新宮市～那智勝浦町、L=約8.9km

H19年度供用予定

新名神高速道路
草津田上ＩＣ～亀山ＪＣＴ、L=約49.7km

H20.2.23供用

阪神高速道路８号京都線
第二京阪道路

上鳥羽～巨椋池ＩＣ、L=約6km
H20.1.19供用

箕面グリーンロード
箕面市坊島～同市下止々呂美、L=約6.8km

H19.5.30供用

八尾空港

高規格幹線道路等ネットワーク

 
Ｈ１９年度供用区間
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新名神高速道路（亀山JCT～草津田上IC間49.7ｋｍ）
 

２月２３日開通！！

開通時の新聞報道（２月２４日）開通時の新聞報道（２月２４日）

料金割引（「早期開通割引」の概要）料金割引（「早期開通割引」の概要）

詳しくは

 

新名神専用ＨＰ

 

http://www.genki-shinmeishin.jp/

プロドライ

 
バーの声

 

プロドライ

 
バーの声

内覧会後のアンケート結果

開通前２月８日

高速バス内覧会を開催

関西、東海の７府県

１５社２４０名参加

名神を基準とした評価（回答１３社）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

休憩施設の充実

交通安全性

非常用設備の充実

走行快適性

良くない やや良くない 名神と同様 やや良い 非常に良い

位置図位置図

朝日新聞

『「全線」に早くも期待

 

』

読売新聞

『

 

地域活性化に期待の声』

毎日新聞

『企業立地など年々進展

 

観光でも「起爆剤」期待』

産経新聞

『産業、観光振興に期待』

中日新聞

『悲願の動脈近づく中部』

ディリー

 

（2/23）

『甲賀・信楽・伊勢方面のゴルフ場がグンと近くに』
計画交通量を

大幅に上回る交通状況

（計画１４千台、実績２６千台【計画の１．９倍】）

２月２４日（日）～３月１日（土）平均

（規制速度により

 
所要時間を試算）

整備効果整備効果 開通後交通状況速報開通後交通状況速報
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阪神高速8号京都線（上鳥羽～第二京阪間5.5ｋｍ）
 

1月19日開通！！

●開通区間の料金
①通常料金

 

普通車：450円、大型車：900円
（ETC無線通行車の場合

 

普通車：350円、大型車：700円）

②料金割引（対象：ETC無線通行車）

※第二京阪道路（延長0.9km/普通車50円、大型車100円）と同時開通

開通時の新聞報道より開通時の新聞報道より

料金割引社会実験の概要料金割引社会実験の概要

3

上鳥羽～第二京阪間

 
供用時の見込交通量

約9,000台/日

開通後2週間の

平均利用交通量
約8,000台/日

城南宮南出入口付近

京都新聞（1/19）
南部活性期待込め

 

伏見で式典

日本経済新聞（1/19）
国道１号などの混雑緩和に期待

朝日新聞（1/20）
京都市初都市高速祝う
式典に500人

 

ＥＴＣ車に割引も



神戸西IC

垂水IC

淡路IC

布施畑IC

北淡IC
東浦IC

津名一宮IC

洲本IC

西淡三原IC

淡路島南IC

鳴門北IC

鳴門IC

竜王IC

丹波IC

園部IC

沓掛IC
篠IC

亀岡IC

貝塚IC

泉南IC

阪南IC

和歌山IC

海南東IC

海南IC
下津IC

有田IC

泉佐野JCT

泉佐野IC
りんくうJCT

大井IC
千代川IC
八木東IC

八木中IC
八木西IC

八日市IC

彦根IC

米原JCT
米原IC

大山崎JCT

久御山淀IC

茨木IC

豊中IC
尼崎IC

西宮IC

吹田JCT
吹田IC

久御山IC

京都南IC
京都東IC

大津IC

巨椋IC

宇治西IC

宇治東IC

笠取IC
南郷IC
石山IC
瀬田東IC
草津田上IC
栗東IC

瀬田西IC

久御山JCT

阪神高速道路

料金割引社会実験の紹介

【取り組み状況】

 

都市部の深刻な渋滞の解消、地域活性化の支援、物流の効率化（物流コストの引き下げ）に対して、高速道路ネット

 
ワークを極力有効活用する料金社会実験を実施しています。

○土休日の距離別割引
※東線・南線：H18.12、西線：H19.6より
車

 

種：全車種（但し、ＥＴＣ車限定）
時間帯：土休日の終日
割引率：下図のとおり

○平日の時間帯割引
※H20.1.4より
車

 

種：全車種（但し、ＥＴＣ車限定）
時間帯：下図のとおり
割引率：下図のとおり

１５ｋｍ以上

７～１５ｋｍ未満

７ｋｍ未満

１０％ＯＦＦ

２０％ＯＦＦ

３０％ＯＦＦ

１５ｋｍ以上

７～１５ｋｍ未満

７ｋｍ未満

５％ＯＦＦ

１０％ＯＦＦ

１５％ＯＦＦ

阪神東線・南線阪神西線

本州四国連絡高速道路

○深夜割引（神戸淡路鳴門自動車道）
※H19.8.20より
車

 

種：大型車・特大車
（但し、ＥＴＣ車限定）

時間帯：０～４時
割引率：３０％ＯＦＦ

本州四国連絡

高速道路

名神高速道路等

阪神高速道路

○平日夕方割引（名神高速等

 

米原IC～大津IC）
（阪和道及び関空道

 

貝塚IC～有田IC等）
※H19.8.20より
車

 

種：全車種（但し、ＥＴＣ車限定）
時間帯：１５～１７時
割引率：３０％ＯＦＦ

名神高速道路等・阪和道等・京都縦貫道

○通勤・深夜割引の追加導入（京都縦貫道）
※H19.8.20より
車

 

種：全車種（但し、ＥＴＣ車限定）
時間帯＆割引率：０～４時（３０％ＯＦＦ）
６～９時、１７～２０時（５０％ＯＦＦ）

阪和自動車道及び

関西空港自動車道

名神高速道路等

名神高速道路等

○深夜割引の拡大（名神高速

 

栗東IC～西宮IC、等）
※H19.6.24より（追加：H19.8.1より）
車

 

種：全車種（但し、ＥＴＣ車限定）
時間帯：２３～２４（２２～２３）時
割引率：３０％（２０％）ＯＦＦ

京都縦貫
自動車道

○８号京都線の割引
※H20.2.4より
車

 

種：全車種（但し、ＥＴＣ車限定）
時間帯：

 

６～９時、１７～２０時
割引額：普通車50円引き、大型車100円引き
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物流機能の強化に向けた料金割引社会実験

 
（名神高速道路等）中間とりまとめ

【取り組み状況】

 

・物流の効率化を推進するための料金割引の導入に向けた社会実験を実施しました。

 
◆対象区間

 

：

 

名神高速道路（栗東ＩＣ～西宮ＩＣ等）

 
◆実施内容

 

：

 

①平成１９年６月２４日（日）より、２３時～２４時（３割引）を拡大

 
②平成１９年８月１日（水）より、２２時～２３時（２割引）を追加拡大

名神 高 速 道 路

草 津 田 上 IC

栗 東 IC

石 山 IC

南 郷 IC

瀬 田 東 IC

瀬 田 西 IC

笠 取 IC

巨 椋 IC
宇 治 東 IC

宇 治 西 IC

久 御 山 IC

久 御 山 淀 IC

大 山 崎 IC

京 都 南 IC

京 都 東 IC

茨 木 IC

吹 田 IC

豊 中 IC

尼 崎 IC

西 宮 IC

大 津 IC

京 滋
バ イ パ

ス

八 日 市 IC

竜 王 IC

彦 根

実 験 区 間
一 般 道
実 験 区 間
一 般 道

名 神 高 速 道 路

草 津 田 上 IC

栗 東 IC

石 山 IC

南 郷 IC

瀬 田 東 IC

瀬 田 西 IC

笠 取 IC

巨 椋 IC
宇 治 東 IC

宇 治 西 IC

久 御 山 IC

久 御 山 淀 IC

大 山 崎 IC

京 都 南 IC

京 都 東 IC

茨 木 IC

吹 田 IC

豊 中 IC

尼 崎 IC

西 宮 IC

大 津 IC

京 滋
バ イ パ

ス

八 日 市 IC

竜 王 IC

彦 根

実 験 区 間
一 般 道
実 験 区 間
一 般 道

●断面交通量
・深夜割引時間帯の拡大（23時～24時）により、八日市IC～竜王IC間の20時～23時
の西宮方向の交通量は、実験前と比較して、国道８号で約６％（106台/3h）減少し、
一般道の交通量削減に寄与。
・また名神高速道路で約４％（132台/3h）増加し、その結果、高速道路の分担率が約
２％増加

国道８号 彦根の交通量（２０～２３時、下り）

1,833

1,727

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

実験前(H18.7) 実験中(H19.7)

全車交通量（台/3h）

-5.8%

0

238

228

200

210

220

230

240

250

実験前(H18.7) 実験中(H19.7)

大型車交通量（台/3h）

-4.2%

0

名神 八日市IC～竜王IC間交通量 （２０～２３時、下り）

3,790

3,922

3,500

3,600

3,700

3,800

3,900

4,000

実験前(H18.7) 実験中(H19.7)

全車交通量（台/3h）

+3.5%

0

1,904

2,006

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

実験前(H18.7) 実験中(H19.7)

大型車交通量（台/3h）

+5.4%

0

高速道路の分担率（八日市IC～竜王IC間 、20～23時、下り）

67.4%

69.4%

60%

62%

64%

66%

68%

70%

実験前(H18.7) 実験中(H19.7)

全車高速分担率

+2.0%

0%

88.9%

89.8%

85%

86%

87%

88%

89%

90%

91%

実験前(H18.7) 実験中(H19.7)

大型車高速分担率

+0.9%

0%

※実験前；H18.7.25～7.27
※実験中；H19.7.24～7.26

※下り：西宮方向

●終点料金所の交通量の変動
・割引時間帯の拡大により、ドライバーにとってより高速道路の利用が便利になり、時
間によってバラツキがあった交通量が平準化。ピーク時間帯（0:00～0:15）の大型車
交通量が約２割減少
・拡充した割引時間帯（23:00～0:00）の大型車交通量が約２割増加
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実験前 実験①

58台
44台

２５％減

実験②

45台

0:00～0:15

２％増

実験前 実験①

145台 160台

１０％増

実験②

171台

23:00～0:00

７％増

実験前 実験①

141台

実験②

22:00～23:00

148台 160台

５％増 ８％増

２２％減１８％増
１３％増

交
通
量
（台
／
5
分
）

実験前
実験①
実験②

大型車

※実験前 Ｈ19.6.  4～6.21 月～木
実験① Ｈ19.6.25～7.31 月～木
実験② Ｈ19.9.  3～10.17 月～水

実験①
２３～０時
（３割引）

深夜割引（既存）
０～４時
（３割引）

実験②
２２～２３時

（２割引）

既存の早朝
夜間割引の
適用を受け
るための
ピーク

18台

28台

約４割減少

■名神 西宮料金所下り線：大型車交通量
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実験前 実験①

58台
44台

２５％減

実験②

45台

0:00～0:15

２％増

実験前 実験①

145台 160台

１０％増

実験②

171台

23:00～0:00

７％増

実験前 実験①

141台

実験②

22:00～23:00

148台 160台

５％増 ８％増

２２％減１８％増
１３％増

交
通
量
（台
／
5
分
）

実験前
実験①
実験②

大型車

※実験前 Ｈ19.6.  4～6.21 月～木
実験① Ｈ19.6.25～7.31 月～木
実験② Ｈ19.9.  3～10.17 月～水

実験①
２３～０時
（３割引）

深夜割引（既存）
０～４時
（３割引）

実験②
２２～２３時

（２割引）

既存の早朝
夜間割引の
適用を受け
るための
ピーク

18台

28台

約４割減少

■名神 西宮料金所下り線：大型車交通量

●アンケート
・料金割引の社会実験は、約６割が満足し、その中の約２割が「料金所手前での待機
解消」が満足している点としている。また、約６５％が今後の割引継続を支持している。
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※）交通流測定器（トラフィックカウンタ）のうち大型車の値
※）実験前：H18.9.2～10.1
実験中：H19.9.1～9.30

明石海峡大橋　断面交通量（大型車）

927
819

0

500

1,000

1,500

割引時間帯

交
通
量

（
台
／
４
時
間

）

実験前

実験中

＋１３％

927
819

0

500

1,000

1,500

割引時間帯

交
通
量

（
台
／
４
時
間

）

実験前

実験中

＋１３％

大鳴門橋　断面交通量（大型車）

814
733

0

500

1,000

1,500

割引時間帯

交
通
量

（
台
／
４
時
間

）

実験前

実験中

＋１１％

明石海峡大橋 断面交通量(大型車)
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大鳴門橋 断面交通量(大型車)
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実験中

物流機能の強化に向けた料金割引社会実験

 
（本州四国連絡高速道路①）中間とりまとめ

【取り組み状況】

 

・物流の効率化を推進するための料金割引の導入に向けた社会実験を実施しました。

 
◆対象区間

 

：

 

本州四国連絡高速道路（神戸淡路鳴門自動車道等）

 
◆実施内容

 

：

 

平成１９年８月２０日（月）より、０時～４時、「大型車・特大車」、３割引

交通量の変動

 
（神戸淡路鳴門自動車道）

割引時間帯(０－４時)において交通量が１１～１３％増加

6

全日交通量（台/24時間）
【大型車】 7,226 → 7,426 台

（＋３％）
【全

 

車】

 

23,720 →

 

24,034 台
（＋１％）

全日交通量（台/24時間）
【大型車】 5,860 → 6,042 台

（＋３％）
【全

 

車】

 

18,448 →

 

18,625 台
（＋１％）



都市内物流の効率化

 （東大阪ＦＱＰ協議会によるアクションプランの作成と実現に向けた取り組み）

7

【取り組み状況】

 

・２００６年１１月、東大阪ＦＱＰ協議会を設立。地域の課題改善に向けたアクションプランを作成し、

 
その実現に向け、地域が一体となった取り組みを実施。

アクションプランの概要アクションプランの概要

◆東大阪流通業務地区の位置図

課題課題

慢性的な路上駐車（地区内道路）

■物流貨物車等の
路上駐車が日常的
に慢性化し深刻な
状況であるなど、
地域に課題が存在

位置図位置図位置図位置図

アクションプランアクションプラン

改善策検討改善策検討

パートナーシップによる取り組みパートナーシップによる取り組み

地域の課題地域の課題

取り組み取り組み

都市内物流の

 

効率化

 

都市内物流の
効率化

周辺住民

 

周辺住民

警察

 

警察
運送業

 

運送業

荷主

 

荷主
商工会

 

商工会

事業所

 

事業所

２００７年

 
３月作成

関係者が諸課題の解決を目指し自主的に

 

取り組むことができる施策

２．マイカーの路上駐車削減

１．トラックの路上駐車解消

３．走行ルートマネジメント

４．地区の環境改善

・指導、啓発活動
・規制強化

・東大阪物流パーキングの整備
・駐車休憩スペースの情報発信

・生活道路への流入抑制
・地区へのアクセスルートマップ

・緑化、美化活動
・アイドリングストップ

■東大阪物流パーキング
の整備
■近畿圏の大型トラック
駐車休憩可能施設２００
箇所等、携帯サイトによ
るトラックドライバー向け
情報提供を試行実施
（H20.2.1～29） など

サイト画面

施設情報画面

条件選択画面

今年度の取組み今年度の取組み

■協議会、ワークショップを通じて、
利害が異なる関係者間の調整を
図り、アクションプランを実行する。

協議会の様子
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